
廃棄されるポーラのホテルアメニティ容器を

リサイクル知育玩具に変え、ホテルに設置する取り組みを実施

2024年6月25日

株式会社ポーラ（本社：東京都品川区、代表取締役社長：及川美紀）は、廃棄されるポーラのホテルアメニティ容器

をリサイクル知育玩具に変える取り組みを実施し、 2024年7月1日より一部の提携ホテルに順次設置いたします。

ポーラは、全社の行動指針として「We Care More. 世界を変える、心づかいを。」を掲げ、美容と健康という枠組みに

とらわれず、人・社会・地球、そのすべてをケアすることを目指しております。また子どもたちの美意識を育む環境

づくりを目指すプロジェクトSEMCA（Sustainable Education for Millennial’s and Children’s Aesthetics）を始め、

いろとりどりの感性を周囲の人と共有し、認め合う体験が大切であると考えております。

今回は、ホテルアメニティの廃棄容器を使った「リサイクル知育パズル」を開発し、「旅先」で新しいモノに出会い、

触れ、感性を養う美意識と、持続可能な社会のために、環境配慮について親子で考える機会をご提供いたします。

「旅育」をテーマに、旅先での時間がより「豊かな時間」になるように。

ポーラは、新体操ナショナル選抜団体チーム・新体操個人日本代表「フェアリー ジャパン POLA」のオフィシャルパートナーです。

子どもの興味・関心を引き出す『旅育』をテーマに、モノがありふれている

時代だからこそ、子どもたちの未来のために考えたい環境問題について、楽

しく触れてもらえるものを作りたいと考えました。６種の色と形状から様々

なかたちを表現できるパズルに触れて遊ぶことで、感性を刺激し、集中力・

思考力・想像力を鍛えることもできます。また新たな知識や情報に触れなが

ら、自分がどう感じるか、その先に自分なりの考えや感覚を養ってほしい。

そんな想いで作りました。

「リサイクル知育パズル」開発に込めた想い

Point1 みんなでチャレンジ！興味を引くレベル別ワークシート付

年齢に応じてチャレンジできるレベル別ワークシートをご用意しており、

小さなお子さまから、取り組んでいただけます。

Point2 親子で楽しく！環境問題に関する意識の醸成

パズルで遊んでいただくと同時に、環境問題に関する知識やクイズで、SDGsについて、

親子で考える機会を提供いたします。

提携ホテル一例

■おやこホテル ■ホテルエピナール那須https://oyako-hotel.com/about/

小さなお子様とママが笑顔になるサービスを
とことん追求したファミリーホテル（愛知）

世代を問わず愉しめる食・癒・楽
３拍子揃った総合リゾートホテル（栃木）

https://www.epinard.jp//

【ポーラの感性共育プロジェクト「SEMCA」】
子どもたちの美意識を育む「INTEREST（興味をもつ）」
「INSPIRE（思いえがく）」「EXPRESS（表現する）」
３つのステップで「IINE」を育む独自のプログラム

※アメニティの容器を粉砕し、リサイクルパズルに

セ ム カ

https://oyako-hotel.com/about/
https://www.epinard.jp/
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